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幟1
.米
兵
と
衝
突
-
基
地
突
入

沖
縄
本
島
中
部
、
基
地
の
町
コ
ザ
訂

で
二
十
日
午
前
一時
す
ぎ
、
交
通
事
故

を
め
ぐ
っ
て
の
処
理
を
直
接
的
契
機
と

し
て
米
憲
兵
隊
と
五
干
人
の
群
衆
が
対

時
-
衝
た
し
た
。
武
疲
米
具
、
憲
兵
隊

曹

階
級
運
動
の
全
領
域
に
向
け
て

の
威
嚇
発
砲
・
ガ
ス
弾
発
射
に
対
し
て

群
衆
の
投
む
、
米
人
乗
用
申
放
火
、
コ

ザ
署
焼
打
ち
、
二
百
人
の
嘉
手
納
空
軍

基
地
突
入
を
も
っ
て
の
応
酬
は
コ
ザ
市

中
心
部
全
域
に
拡
延
し
、
午
前
七
時
頃

臼

曹

つ
い
て
臨
執
の
解
散
亘
言
の
後
、
全
国

執
行
委
員
会
の
十
枚
(東
北
入
学
新
聞

社
、
一橋
大
学
新
聞
部
、
横
浜
国
立
大

学
新
聞
会
、
京
都
大
学
新
麗
社
、
大
阪

市
立
大
学
新
聞
会
、
松
山
商
科
大
掌
新

聞
学
会
、徳
島
大
学
新
聞
会
、西
甫
大
学

新
聞
総
局
、
南
山
大
学
新
闘
会
)
が
推

薦
さ
れ
、
人
事
に
関
す
る
採
決
が
行
な

わ
れ
た
。
賛
成
22
、
反
対
3
、
保
留
18

で
可
決
さ
れ
た
後
、
全
執
間
の
互
滋
に

よ
り
、
委
員
長
校
。
京
大
、
副
換
員
是

校
。
「
構
大
、
大
阪
衛
立
大
、
書
肥
長

校
・
横
浜
国
ユ
大
の
書
記
局
体
制
が
確

立
さ
れ
、
嘗
記
局
を
一橋
人
学
新
閃
部

に
お
く
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。
な
お
、

二
十
四
回
大
会
ま
で
の
加
盟
校
で
、
今

大
会
の
不
参
加
校
は
す
べ
て
加
盈
保
留

と
し
て
扱
わ
れ
、
そ
の
加
盟
の
意
志
表

示
に
よ
っ
て
二
十
六
回
人
会
で
加
盟
が

認
め
ら
れ
る
。

」

霞
後
に
全
執
を
代
表
し
て
金
員
長
校

爺
藩
醐翻
襲
革鎚

ま
で
続
い
た
。

こ
の
「暴
動
」
に
対
し
、
高
等
弁
務

官
は
「復
帰
作
業
を
阻
害
す
る
も
の
で

あ
る
」
と
し
「
こ
の
よ
う
な
脅
威
が
あ

れ
ば
化
学
兵
器
も
撤
去
し
な
い
」
と
い

曹

争
を
包
揺
す
る
全
領
域
の
遷
動
を
推
進

し
て
ゆ
く
」
と
力
強
く
決
意
衷
明
し
て

大
会
は
終
了
し
た
。

一
う
持
別
声
明
を
発
表
し
た
.
日
本
政
府

も
「対
米
関
係
ー
七
十
二
年
返
還
両
題

へ
の
影
響
を
懸
念
し
て
い
る
」
こ
と
を

明
ら
か
に
し
て
い
る
.
一
方
沖
縄
、
本

土
野
覚
は
「
暴
動
」
の
背
景
と
し
て
、

「
相
次
ぐ
外
人
犯
罪
や
毒
ガ
ス
撤
去
問

題
と
米
軍
の
治
外
法
権
に
対
す
る
県
民

の
不
満
の
爆
発
」
と
し
て
論
評
を
加
え

新
た
な
任
務
方
針
を
確
定

亭
日
本
ノ生
新
聞
淫
盟
(全
ケ
新
)
第
二
↑
五
画
全
国
人
会
が
十
二
月
十

一日
か
ら
三
日
間
、
泉
都
人
学
で
、
全
国
か
ら
七
十
五
学
新

(議
長
委
任
十
二

瀞
新
を
畠
む
)
約
魯
八
十
名
を
紹
集
し
て
行
な
わ
れ
、
全
掌
新
運
壇

全
共
闘
運
勤
の
総
括
、
情
勢
.
学
新
運
動
論
等
に
わ
た
る
討
論
が
展
開
さ
れ
た
.

冷
学
新
は
、
六
十
八
年
十
二
月
同
志
社
大
字
に
お
い
て
第
二
十
四
回
人
会
が
開
か
れ
て
以
降
、
全
共
闘
蓮
勤
の
全
国
的
展
開
と
そ
の
汲
及
の
な
か
で
の
個

別
学
新
の
盾
勤
僻
滞
に
伴
い
、
機
能
の
停
止
を
余
機
な
く
さ
れ
て
い
た
。

A,勾
に
人
り
、
各
掌
新
の
活
妨
の
再
開
と
、
関
西
学
生
新
聞
連
盟
を
先
頭
と
す
る
地
域
学
新
連
盟
の
再
建
の
動
き
の
な
か
で
、
七
月
、
東
凧
で
全
学
新
再

建
代
授
者
会
議
が
行
な
わ
れ
臨
時
全
国
執
何
部
が
選
出
さ
れ
た
。
四
度
に
わ
た
る
61執
会
議
の
後
、
十
一月
下
旬
に
全
国
大
会
が
設
定
さ
れ
た
が
、
全
国
政

溢
闘
争
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
の
か
ね
あ
い
を
み
て
十
二
月
に
延
期
さ
れ
、
今
回
の
、
二
十
四
回
人
会
を
継

す
る
犬
会
の
開
催
に
ぎ
っ
た
.

大
♪
第
一目
は
、
二
時
か
ら
教
養
部

F
冒
館
n
番
教
室
で
開
か
れ
た
。
ま
ず

一
橋
人
学
新
属
部
か
ら
、
臨
執
と
し
て

の
経
過
報
告
が
な
さ
れ
、
今
人
会
に
お

い
て
、
全
共
闘
運
動
と
二
十
四
回
人
会

以
降
の
運
動
を
船
捨
し
て
ゆ
く
こ
と
が

確
認
さ
れ
た
。

つ
づ
い
て
横
次
国
立
人
学
新
聞
会
と

一
摘
人
∫
新
聞
部
が
議
長
に
選
出
さ
れ

「へ,人
会
の
討
舖
で
は
、
全
国
的
な
学

新
運
勤
の
結
今
の
質
と
は
個
別
ゴ
新
の

つ
き
あ
た
っ
た
矛
周
を
解
次
し
得
る
も

の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
ふ
ま

え
て
ほ
し
い
」
と
決
意
友
明
し
た
後
、

発
言
亀
は
参
加
者
す
べ
て
に
均
等
に
あ

り
、
議
決
概
は
全
羊
新
運
助
を
担
っ
て

ゆ
く
状
魚
の
あ
る
も
の
に
与
乳
ら
れ
、

議
決
案
件
は
任
務
力
針
と
人
事
に
限
る

こ
と
が
秋
猷
一蚊
さ
れ
た
。

軍
調
報
缶
は
叩
執
か
ら
打
な
わ
れ
、

握
出
さ
れ
た
議
案
書
に
そ
っ
て
、
「
享

新
盾
蛎
の
総
枯
」
「
ナ
生
運
勤
総
括
の

視
座
」

「
ソ
新
運
勤
論
の
方
法
的
基

研
」
「全
≠
新
浬
動
の
総
括
」
と
薩
み

介
学
新
へ
の
結
集
の
環
は
、
全
共
闘
運

動
の
総
払
に
他
な
ら
な
い
、
と
述
べ
ら

れ
た
。

訂
繕
に
移
っ
た
偵
後
、
大
阪
人
弟
新

開
介
が

「
丁
新
運
動
か
ら
令
共
闘
連

動
を
語
る
こ
と
は
で
き
な
い
.
全
学
新

大
会
の
開
陛
に
畏
峨
を
提
出
し
、
大
会

へ
の
参
加
を
把
否
す
る
」
と
発
言
し
退

場
し
た
.
こ
れ
に
対
し
、
京
大
新
聞
社

か
ら
「
全
共
闘
運
勤
が
つ
き
つ
け
た
も

の
は
学
新
編
集
首
が
回
時
に
闘
舶
要
の

メ
ン
バ
ー
で
あ
り
、
編
集
盆
罎
に
お
い

て
、
日
々
の
闘
争
力
針
を
譜
論
せ
ざ
る

を
得
な
い
と
い
う
、
わ
れ
わ
れ
自
身
の

欲
求
で
あ
る
.
学
新
痛
助
は
部
分
的
で

は
あ
る
が
、
全
体
性
を
欲
し
て
対
象
領

域
を
拡
大
し
よ
う
と
す
る
諸
個
人
の
活

一動
様
式
の
発
展
が
編
集
郎
総
体
の
発
展

を
押
し
進
め
る
も
の
で
あ
る
」
と
発
言

し
、
阪
大
新
聞
会
の
編
集
活
吻
と
闘
争

の
二
兀
幻
な
設
足
を
批
判
し
た
。

激
し
い
弾
圧
体
制
の
中
で
趣
限
的
な

非
合
法
活
勤
を
継
続
し
て
い
る
▽
命
館

人
学
新
嗣
社
と
目
人
学
生
新
図
社
か
ら

の
発
苫
が
あ
っ
た
あ
と
.
関
学
新
、
道

学
新
、
都
学
新
連
絡
会
鑛
を
中
心
印
に

担
っ
て
い
る
、
大
阪
市
立
大
学
新
団

会
、
北
海
颪
人
学
新
闘
会
、
一
橋
人
学

新
聞
部
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
報
告
が
あ
り

一関
西
大
、
横
国
大
、
東
北
大
新
聞
祉
な

ど
か
ら
の
発
言
で
は
、
「な
ぜ
新
聞
を

つ
く
る
の
か
」
と
い
う
問
い
か
け
と
、

「そ
の
閥
題
設
足
は
不
毛
で
あ
る
」と
の

反
論
を
中
心
に
討
論
が
展
開
さ
れ
た
.

第
二
日
は
午
前
十
時
半
、
前
夜
、
宿

禽
で
行
な
れ
た
地
颯
別
討
論
の
報
告

で
始
ま
り
、
議
案
書
の
「情
勢
の
墨
本

的
特
徴
点
」
の
説
明
と
訂
論
に
移
っ

た
。
訂
諭
は
、
掌
新
編
集
者
に
と
o
て

情
勢
分
析
と
は
何
か
、
情
勢
分
析
は
い

か
な
る
力
法
で
な
さ
れ
る
べ
き
か
と
い

う
間
題
を
中
心
に
行
な
わ
れ
た
。

午
後
は
学
新
運
動
論
に
つ
い
て
躍
案

書
の
説
明
と
訂
論
が
行
な
わ
れ
た
。
臨

執
の
「算
生
新
聞
の
即
自
・
対
自
的
な

盾
勤
と
は
、
共
同
的
考り恥識
ー
共
同
的
実

践
の
共
時
通
時
的
な
払
娃
.
深
化
の
過

彩
を
不
断
に
媒
介
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

八
協
働
〉
的
結
合
関
係
を
、
階
級
的
解

決
能
力
へ
と
現
実
化
す
る
こ
と
で
あ

り
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
、
真
の

意
昧
で
革
命
的
な
笑
践
者
た
り
う
る
の

で
あ
る
」
と
の
提
起
に
対
し
、
議
案
書

の
内
合
が
十
分
消
化
さ
れ
な
い
ま
ま
、

「
な
ぜ
新
聞
を
つ
く
る
の
か
」
に
固
執

す
る
部
分
と
の
d
論
が
童
ん
だ
。

饅
後
に
、
全
≠
新
の
任
務
乃
針
が
、

①
各
学
新
活
動
の
保
証
、
②
地
域
巡
盟

の
強
化
、
③
連
盟
の
拡
人
、
④
遮
盟
通

信
の
足
期
刊
行
、
⑤
「全
国
学
生
新
聞
」

の
肘
刊
、
の
五
点
に
わ
た
っ
て
提
起
さ

れ
、
さ
ら
に
規
約
の
全
劇
改
正
が
特
別

提
案
と
し
て
提
出
さ
れ
た
、
こ
の
規
豹

は
、
「平
和
と
民
韮
山
義
、
よ
り
よ
き

学
園
生
活
」
を
垂
調
と
し
て
掌
生
運
動

が
展
開
さ
れ
て
い
た
一九
五
二
年
当
時

に
決
識
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
第
二
十
四

回
人
会
に
お
い
て
改
正
作
業
を
進
め
る

よ
う
決
議
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。

第
三
目
-
会
場
を
文
学
部
第
一
講
義

室
に
移
し
、
前
夜
灯
な
わ
れ
た
学
新
運

動
諭
.
任
務
方
針
に
関
す
る
地
域
別
訂

論
を
ふ
き
λ
、
方
針
討
論
が
行
な
わ
れ

た
。
全
面
的
、
あ
る
い
は
垂
本
的
夕
持

一意
見
と
.
着
干
の
質
問
が
行
な
わ
れ
、

議
決
に
入
っ
た
。

議
決
方
法
に
つ
い
て
、
小
樽
商
大
か

ら
「
保
留
の
他
に
棄
糎
の
意
志
毒
爪も

認
め
る
べ
き
だ
」
と
の
異
議
が
出
さ
れ

た
が
、
「全
学
新
へ
の
加
盟
意
思
が
あ

り
、
本
大
会
を
認
め
て
今
後
の
運
動
を

担
っ
て
ゆ
こ
う
と
す
る
以
上
、
棄
権
は

あ
り
碍
な
い
」
と
の
議
長
の
判
断
に
よ

り
、
異
議
は
却
下
さ
れ
た
.

ま
ず
出
席
学
新
の
う
ち
四
十
三
学
新

皿壽

馨

任
の
+
三
学
新
の
加
累

認

藍

3
・
保
魏

で
可
馨

れ
た
・
つ

め
ら
れ
、
臨
執
の
方
針
採
決
に
む
け
て

の
ア
ピ
ー
ル
を
経
て
、
方
針
の
議
決
が

行
な
わ
れ
、議
案
書
の
方
針
が
貧
成
19
、
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分
掌
体
と
し
て
、
政
治
闘
争
。
社
会
闘

淵
縄
国
政
参
加
扮
砕

報
告
・討
論
集
会

沖
縄
「国
政
参
加
」
虐
挙
は
、
「革

新
」
三
覚
の
「
勝
利
」
に
終
っ
た
。
日

本
帝
国
主
義
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
は
、
選

挙
戦
に
お
け
る
国
属
覚
の
敗
北
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
こ
の
選
挙
を
員
徹
し
た
こ

と
に
よ
り
、
ア
ジ
ア
へ
の
本
格
的
な
進

出
を
み
つ
め
た
、
沖
縄
の
国
政
参
加
11

本
土
一
体
化
に
む
け
て
口
歩
を
進
め
た

と
い
え
よ
う
。

京
大
で
は
、
十
七
呂
三
時
か
ら
教
養

部
A
号
館
皿
番
教
室
に
お
い
て
「沖

縄
〃国
政
参
加
4
粉
砕
現
地
闘
争
報
告

訂
論
集
会
」
が
実
行
蓼
貝
会
の
」
催
に

よ
り
開
か
れ
た
。
集
会
で
は
、
学
生
イ

ン
タ
ー
第
二
次
現
闘
と
兄
人
新
聞
社
特

い
、
+
、
十
[
月
の
国
政
参
加
粉
砕
闘

争
の
報
告
が
、続
い
た
。投
票
日
以
後

の
闘
い
と
し
て
、
国
政
参
加
粉
砕
共
闘

全
議
が
、
学
生
段
階
で
は
一定
の
分
散

状
態
を
み
な
が
ら
も
、
十
五
日
ま
で
の

投
票
ボ
イ
コ
ノ
ト
還
聖

販
北
的
に
総

括
し
た
「国
政
参
加
粉
砕
労
働
者
共
闘

「沖
縄
県
民
の
基
本
的
人
機
擁
護
-
誓

察
樽
、
裁
判
極
の
移
管
促
荘
」
を
要
求

し
て
い
る
。
そ
し
て
ま
た
「
弁
醤

旦

明
は
慧

、
弾
圧
で
毫

」
と
し
、
県
一

労
協
は
弁
務
官
の
退
島
要
求
を
つ
き
つ

け
て
い
る
。

ま
た
、
琉
球
警
寮
は
騒
乱
罪
の
適
用

を
検
己
し
て
い
る
。

・

会
議
」
を
軸
に
、
粘
り
強
い
酒
吻
を
つ

づ
け
て
い
る
こ
と
、
今
後
は
各
派
、
各

集
団
の
共
団
行
動
機
関
と
し
て
「国
粉
一

一

共
」
に
結
集
し
な
か
っ
た
中
核
派
を
含

め
た
「七
二蓋

粉
砕
共
闘
会
罐
二

(仮
称
)
が
結
成
さ
れ
る
見
込
み
で
あ
一

る
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

「
博
多
駅
事
件
」

罷
警
官
の
暴
行
を
追
認

一
昨
年
一月
の
佐
世
保
エ
ン
タ
ー
プ

ラ
イ
ズ
寄
港
阻
止
闘
争
に
参
加
す
る
た

め
、
九
州
人
学
構
内
へ
行
こ
う
と
し
た

全
学
連
の
学
生
に
対
オ
る
榴
岡
県
警
の

博
多
駅
に
お
け
る
無
差
別
暴
行
・
所
持

品
検
査
な
ど
の
弾
圧
行
為
を
告
発
し
た

「
付
審
判
謂
求
」
は
、
先
月
二
十
五
日

福
岡
局
裁
が
抗
告
を
棄
却
、
告
発
者
の

耗
会
覚
県
本
部
も
三
十
日
、
特
別
抗
答

を
し
な
い
こ
と
を
決
定
し
た
た
め
、
法

派
員
一一各
か
ら
、
九
月
全
罠
労
ス
ト
フ
一
廷
に
お
け
る
過
剰
警
備
迫
及
の
闘
い
は

イ
キ
、
中
城
石
油
基
地
反
対
同
盟
の
闘

途
絶
し
た
.

こ
の
付
審
判
は
、
社
会
党
県
本
部
が

前
田
利
明
福
岡
県
警
本
部
畏
ら
八
七
〇

人
を
公
務
員
職
糧
乱
用
と
特
別
公
務
負

墨
行
陵
虐
罪
で
、
事
件
の
ニ
カ
月
後
に

地
検
に
告
発
、
一
年
後
の
不
起
訴
処
分

に
対
し
て
、
謂
求
し
た
も
の
、
ま
た
こ

の
弾
圧
事
件
に
お
い
て
不
当
逮
捕
さ

れ
、
起
訴
さ
れ
て
い
た
横
国
大
生
は
、

こ
の
付
畜
判
を
め
ぐ
っ
て
は
、
福
岡

十
月
三
十
日
、
福
岡
島
裁
が
一審
無
翻

テ
レ
ビ
五
社
に
よ
る
ニ
ュ
ー
ス
フ
ィ
ル

判
決
を
立
持
し
て
控
訴
を
棄
却
、
先
月

ム
押
収
の
黙
認
な
ど
マ
ス
コ
、、、の
目
蝋

簸

欝

題
いことを決炉齢
雛
難

ザ羨

梨

■

■
■

■
薗
■
,

●
哺

巳
O
●
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膚
儒

●
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十
一
月
十
一
目、
第
八
回目

を
む

麻而

箸察

轡
に
任
恵
提
出
さ
れた

かえ

た
が、

そ
の
目
の
公判

にお

もの

であ

る。

いて
、
N
』T

資
本
の
手に

よ
り

ニ
ュ
ー
ス
フ
ィ
ル

の
淀
出に

テ
レ
ビ
ニ
ュ
ー
ス
用
フ
ィ
ル
ム
の

関し

ては

「
博多

駅
畢
件
」
をめ

うち
一
一十

一
」
マ
分
が、

検察

側

ぐり
、

福岡

旭
戴
に
よ
る
ア
レ
ビ

に任

意
提
謁さ

れて

い
た事

が
暴

四
執に

刈す

る
蛇出

命令
、

四
社

露さ

れ
た。

の
拒
臼、

フ
ィ
ル

海
収
とい

う

N
L
T
闘悟

は、

東
人
決戦

一

経
過を

た
ど
っ

たが
、

へ,
回
は、

周年

闘
憤
にお

いて
、

逮
捕さ

れ

マ
凶
コ
、
目
ら
の
手
で
フ
ィ

ル
訊

た労

働
斉
が不

ヨ解

㎞
さ
れた

嫌

提出

を
σな

っ
た
と
いう

点
が
に

自
ら
フ
ィ
ル

ム

を
提

出

N
E
T
闘
争
公
判
で

に
賄
を発

し、

全労

甥
者闘

争

目さ

れた
。

委
(
全
労
闘)

の
姐
織化

をも

っ

これ

に
対
し
て、

N
L
l
全労

て、

現
在
も熾

烈
に闘

わ
れて

い

闘、

朝日

ア
レ
ヒ
一
ユ
ー
ペ
労組

る。

三
・
一
九裁

判は
、

三
月十

は
団
父尋

を
遡
し
て
「今

回
の
場

九目

の
N
E
「
構
囚突

人
闘
争を

含、

公
罹
刀
に
対
し一
虚
の
ホ
ー

めぐ

り
八
名が

不当

起
酪
さ
れた

入
を
とる

こと

に
より
、

〃
報
直

もの

で
あ
る。

の
目
田
"
と
いう

幻想

性を

保
持

提
出さ

れ
たフ

ィ
ルー、

は、

N

し
て
さ
罵
マ
ス
」
ミ
が、

そ
の
ホ

E
T系

列
の
朝日

テレ

ヒ
ニ
ュ
ー

1
入
さ
λ
も借

C
て
日
懸に

協
力

ス
社に

よ
り

;
iス

用
に
雌彫

し
π
も
の」
。

と
し
蝉幼

の
闘
い
一

さ
れた

も
の
で、

その
一
鄙
がN

を
展
囲
しつ

つあ

る。

た
.
同
時
に
、
仕
会
克
の
裁
判
放
果

が
、
司
法
の
ノ
ァ
ノ
ン
ヨ
化
を
一
帽
合

易
に
し
、
付
笛
判
請
求
が
百
憩
側
の
好

餌
と
な
っ
た
こ
と
は
、
強
く
非
難
a
れ

る
べ
き
で
め
う
つ
。

人
の
山
不
ル
イー
が
、
A口
俄
い
か
な
る

力
向
へ
允
展
レ
て
い
く
か
と
い
う
こ
と

が
問
矧
と
な
っ
て
い
く
だ
う
つ
。

い

ア

麺
黙
難

博贈x

轡 粥 讐圃 ・ζ脚

一

を

F

'

翫

'

チ

ッ

ソ

株
主
総
会

十
↓
月
二
+
八
日
、
人
阪
市
西
区
の

大
阪
厚
生
年
金
全
館
に
お
い
て
、
チ
ッ

ソ
株
式
会
社
の
株
主
総
会
が
開
か
れ
た

こ
れ
に
先
立
っ
て
十
一
月
二
十
四
日

に
は
、
大
阪
中
之
勘
中
央
公
会
皇
で
全

関
西
一
椋
株
主
総
決
起
集
会
が
約
四
百

名
を
結
集
し
て
、
ま
た
二
士
ハ
日
に
は

京
都
水
俣
鈎
笛
発
集
会
が
、
約
[
五
〇

名
を
績
集
し
て
行
な
わ
れ
た
。
そ
し
て

二
十
七
日
に
は
、
大
阪
扇
町
公
園
に
お

い
て
、
水
俣
現
地
か
ら
巡
礼
姿
で
来
た

患
者
・
家
族
団
二
十
名
と
と
も
に
、
十

五
都
道
府
県
か
ら
結
集
し
た
一
株
株
土

約
五
百
名
で
、
「
水
俣
病
を
告
発
す
る

会
」
総
決
起
集
会
が
行
な
わ
れ
た
。

こ
の
日
の
総
会
は
、
「東
京
・
色
発

一

株
運
動
の
到
達
点

壇
上
占
拠
し
大
衆
集
会

へ
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す
る
会
」
に
よ
っ
て
提
起
さ
れ
、
大
阪

京
都
、
福
岡
な
ど
各
地
に
「告
発
す
る

会
」
を
生
み
出
す
と
と
も
に
、
全
国
的

に
展
開
さ
れ
て
き
た
一
株
運
勤
の
一
つ

の
到
達
点
と
し
て
、
ま
た
水
俣
現
地
に

お
い
て
、
病
鷹
と
闘
い
つ
つ
生
き
抜
い

て
き
、
今
も
裁
判
闘
争
を
中
心
と
な
っ

て
担
っ
て
い
る
患
者
の
「
怨
念
」
を
ぶ

つ
け
る
場
と
し
て
あ
っ
た
。

二
十
八
日
の
総
会
は
、
午
前
十
一時

よ
り
始
ま
っ
た
が
、千
五
、
ハ百
各
は
結

集
し
た
株
1
に
君
し
、
干
白
各
ご
チ
ノ

ソ
側
は
、
不
当
に
も
入
場
を
た
う
ざ
っ

た
。
そ
し
て
総
会
会
場
で
は
、
開
ゴ
と

と
も
に
江
頭
社
長
は
、
五
分
で
凶
柔
報

告
を
経
え
、
株
主
総
会
を
す
ぐ
引
ち
切

る
と
と
も
に
一方
的
に
説
明
会
に
切
り

勒
諭
、
情
勢
に
対
す
る
君
十
の
批
判
は

有
す
る
が
、
方
針
に
は
結
集
し
、
組
織

学
新
運
助
を
担
っ
て
い
く
」
と
し
た
東

北
入
≠
新
聞
社
の
尿
則
郎
立
場
が
、
再

度
確
認
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

・

…

二

:
・

わ
れ
わ
れ
は
、
大
会
に
現
れ
た
い
く

っ
か
の
意
見
を
検
遥
し
、
そ
れ
ら
に
対

す
る
基
本
的
な
批
判
を
述
べ
て
お
き
た

い
。最

初
に
、
人
会
曽
顕
に
お
け
る
阪
大

新
聞
会
の
「退
崩
発
君
」
に
っ
い
て
。

「
全
共
闘
運
勤
の
総
括
が
掌
生
新
聞

運
動
を
通
じ
て
の
全
学
新
大
会
に
お
い

て
討
論
し
え
な
い
」
と
い
う
、
同
会
の

発
宕
は
二
重
の
意
味
に
お
い
て
、
そ
の

破
滝
を
暴
露
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
第

一
に
、
阪
大
新
聞
全
が
自
己
の
総
抽
ぬ

き
に
今
年
四
月
提
示
し
た
「全
国
政
宿

新
聞
」
発
行
-
関
学
新
参
加
、
全
学
新

再
建
力
針
を
、
今
人
会
に
お
い
て
い
っ

さ
い
展
開
で
き
な
い
こ
と
が
、
前
段
階

的
に
明
ら
か
に
な
り
訂
論
す
ら
も
回

避
、
逃
己
し
た
こ
と
乃
第
二
に
、
窒
共

闘
運
動
の
総
括
を
し
き
れ
な
い
の
は
、

阪
入
新
聞
会
の
過
去
の
活
吻
の
眩
史
の

無
駅
則
ぷ
り
を
露
星
し
た
に
す
ぎ
な
い

と
い
う
こ
と
。
嬰
す
る
に
総
括
で
き
る

よ
う
な
運
動
の
内
舎
は
、
過
去
・
現
在

に
お
い
て
い
っ
さ
い
も
ち
合
わ
せ
な
い

が
故
に
、

し
た
紙
面
す
ら
、
単
純
な
道
具
と
し
て

自
己
活
勤
に
無
縁
な
外
化
さ
れ
た
政
泊

r
裁
に
従
わ
せ
る
し
か
な
い
。
彼
ら
の

全
掌
新
へ
の
提
案
へ
の
提
起
は
、
結
局

「
操
縦
F
義
」
以
外
の
何
も
の
で
も
な

か
っ
た
の
で
あ
る
。
(わ
れ
わ
れ
が
自

己
批
判
す
る
点
は
、
彼
ら
に
真
正
面
か

ら
そ
の
活
勤
総
括
を
迫
り
き
れ
な
か
っ

た
点
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
融
論

の
軸
を
ど
こ
か
に
鑑
え
う
る
か
と
い
う

問
題
に
つ
い
て
は
、
そ
の
余
り
の
無
原

則
ぷ
り
か
ら
見
て
疑
問
で
あ
る
と
し
か

い
え
な
い
)

つ
ぎ
に
、
議
案
晋
の
構
成

(方
法
論

問
題
)
に
対
す
る
批
判
に
つ
い
て
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
初
歩
的
に
は

「学
新
存
在
論
が
欠
落
し
て
い
る
」
と

い
う
批
判
と
し
て
提
出
さ
れ
た
。
わ
れ

わ
れ
の
提
起
し
た
反
批
判
を
再
構
成
す

る
と
抵
の
通
り
で
あ
る
。

①
資
本
家
的
生
産
様
式
に
と
り
こ
ま

れ
た
わ
れ
わ
れ
が
存
在
論
を
明
ら
か
に

し
う
る
の
は
、
既
存
の
社
会
関
係
を
止

揚
す
る
運
動
の
対
自
化
以
外
に
な
い
。

静
態
的
な
存
在
-
運
動
の
二
兀
論
を
、

運
動
-
存
在
の
一
兀
的
把
握
へ
と
止
揚

す
べ
き
で
あ
る
。

②
わ
れ
わ
れ
学
新
編
集
者
の
共
通
的

晒
勤
は
、
編
集
酒
動
で
あ
り
、
こ
れ
を

わ
れ
わ
れ
は
〃部
分
性
"
と
し
て
借
足

存
在
論
は
、
学
新
活
勤
を
運
動

総
体
の
対
自
的
関
係
性
を
ぬ
き
に
、
醤

遍
化
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
自
己

酒
動
に
〃
醤
遡
性
"
を
願
望
す
る
小
ブ

ル
町
発
想
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、

れ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
わ
れ

わ
れ
が
大
会
で
確
認
せ
ざ
る
を
λ
な
か

っ
た
こ
と
は
、
根
強
い
日
和
見
主
義
的

傾
向
の
甦
命
で
あ
る
。
い
わ
ば

「反
帝

か
え
た
。
そ
し
て
患
者
の
発
言
に
対
し

江
頭
社
長
は
「
詑
び
状
」
を
読
み
」
げ

た
も
の
の
、
出
さ
れ
て
い
た
公
開
質
尚

状
に
は
、
何
ら
明
確
に
管
λ
ず
、
説
明

会
も
四
+
分
で
終
っ
た
.
こ
の
間
二
度

に
わ
た
り
壇
上
を
占
拠
し
、
水
俣
病
に

対
す
る
チ
ノ
ソ
の
責
任
を
徹
砥
朗
に
遣

及
す
る
大
衆
的
集
会
へ
と
「
こ
の
総
会

の
場
を
転
化
さ
せ
る
こ
と
を
追
求
し
て

き
た
患
者
「
告
発
す
る
会
」
は
、
こ
の

彼
、
会
場
前
の
新
町
公
園
に
お
い
て
、

入
場
を
凪
止
さ
れ
た
株
⊥
と
と
も
に
、

簡
単
な
穐
指
集
会
を
も
っ
た
。
約
干
ム

日
名
の
隔
集
で
射
な
わ
れ
た
こ
の
集
公

で
は
、
患
者
園
一
人
一人
の
発
口が
あ

り
嵩

の
三
れ
・
集

童

に
ノ
ノ
ソ
を
告
発
し
軌
け
、
最
倣
ま
で

闘
っ
て
い
く
」
冒
の
択
意
義
明
を
受
け

た
。そ

の
後
「
告
発
す
る
会
」
は
、
独
目

で
総
括
集
会
を
、
桃
山
人
学
に
お
い
て

二
時
よ
り
、
各
地
の
「告
発
す
る
会
」

会
員
な
ど
約
千
五
白
名
を
紬
集
し
て
行

な
っ
た
。
熊
杢

粟
凧
の
邸
分
か
ら
経

過
報
告
を
受
け
た
後
、
駅
都
、
福
岡
、

広
島
、
岡
山
、
札
幌
な
ど
か
ら
、
こ
の

問
の
各
地
力
に
お
け
る
運
動
の
報
告

と
-
提
起
が
あ
っ
た
。
そ
の
な
か
で

は
、
こ
の
d
の
株

枯
ヘ
ノに
お
い
て
、

「
応
者
さ
ん
の
豊
念
を
は
ら
す
場
」
と

し
て
の
「除
-
総
会
」
を
、
株
f
と
い

う
ノ
ル
ノ
ヨ
ワ
法
ト
の
権
利
を
」+
に

と
っ
て
最
人
限
遣
水
し
て
い
く
こ
と
に

よ
り
、
一
仙程
駐
か
ち
と
ら
れ
、
そ
の

学園評論
髄lH騨11t`,1,1

点
で
.
こ
の
目
の
妹
⊥
総
会
は
成
功
で

あ
っ
た
と
総
抽
さ
れ
た
。
し
か
し
な
が

ら
「
告
発
す
る
会
」
に
鯖
桑
す
る
誼
個

無
期
ス
ト
か
ら
一
時
金
闘
争

へ

一i

内
藤
建
殴
労
組
の
闘
い

左
斌
区
田
中
人
嵐
町
の
囚
農
建
融
蜘

務
所
労
組
は
、
機
構
改
革
に
ょ
る
配

一転
、
合
理
化
反
対
を
か
か
げ
無
期
限
ス

第1502号〔1}

ト
に
は
い
っ
て
い
た
が
、
そ
の
便
、
会

社
側
の
組
含
分
断
策
動
の
中
で
、
い
っ

た
ん
無
期
限
ス
ト
を
解
除
、
そ
の
仮
、

年
末
一時
金
闘
争
を
全
力
で
闘
っ
て
い

る
。同

労
組
は
、
結
成
俄
、
ま
だ
目
が
伐

い
が
、
会
社
側
の
集
会
禁
止
や
組
臼
員

分
断
攻
舷
に
罵
し
て
、
フ
ォ
ー
ク
集

会
、

い
、
会
村
側
と
止
囲
か
ら
刈
決
し
て
い

る
。十

二
目
四
目
午
依
か
ら
は
徹
佼
国
父

は
、
桝
肢
の
"針
次
翫
を
廻
b
れ
て
い

一る
。五

b
『
以
貯
の
目
本
箕
本
⊥
鋤
の
釣

腱
成
欠
制
に
あ
っ
て
、
全
国
に
建
眠
噴

務
所
が
.岨け
ら
れ
た
が
、
第
三
次
白
理

化
攻
勢
の
甲
で
「
建
第
家
」
と
い
う
ん

想
の
も
と
に
低
寅
金
、
労
働
強
化
が
飛

躍
則
に
な
さ
れ
ん
と
し
て
い
る
。
こ
の

様
な
甲
で
、
現
在
廿
弔
務
所
に
組
台
が

砧
成
Oれ
つ
つ
あ
り
、
東
兄
に
お
け
る

一建
爪労
働
首
会
議
、
関
西
に
お
け
る
関

魂

級
へh
遁
繭
会
な
ど
を
仁
な

　画
建
・
労
働
首
座
絡
会
躍は
、
そ
の
好

別
酌
結
/口と
し
て
拙
目
さ
れ
る
.

を
仁
な
っ
た
が
貨
L
げ
な
ど
の
具
体
的

　獲
郷
日
膿
ま
で
到
ら
ず
.
組
台
執
彊
郎

組
織
運
動
の
原
則
を

十
一
-目
か
ら
三
日
聞
に
わ
た
り
、
京

都
人
学
で
、
全
日
本
学
生
新
刷
連
盟

(全
学
新
)
の
第

午
五
回
全
国
大
会

が
開
腿
さ
れ
た
。
わ
れ
わ
れ
京
都
大
学

新
聞
社
は
.
今
入
会
に
金
る
討
論
、
組

織
化
の
全
過
程
を
主
体
的
に
担
い
き
る

と
と
も
に
、
新
た
に
全
国
執
仁
委
員
長

の
任
を
負
う
こ
と
に
な
っ
た
。
わ
れ
わ

れ
は
-
掌
生
新
闘
運
助
に
お
け
る
主
客

の
困
礁
性
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
断

固
た
る
決
意
の
も
と
に
、
七
〇
年
代
の

激
助
の
な
か
で
あ
ら
ゆ
る
階
祓
運
勤
の

鎖
域
を
貫
く
交
通
形
態
を
追
求
し
て
い

き
た
い
と
鴛
λ
る
。

…

一

…

令
学
新
を
、
一
年
半
に
わ
た
る
崩
壊

状
況
の
総
括
か
ら
、
新
た
な
方
向
で
再

建
せ
ん
と
す
る
わ
れ
わ
れ
の
主
張
の
晶

軸
を
繰
返
し
概
鏑
す
る
と
次
の
通
り
で

あ
⇔
。

Φ
全
共
闘
湿
勤
の
激
発
的
昂
揚
は
、

了
括
存
在
の
協
鋤
関
係
の
構
遺
を
大
衆

　

的
に
明
ら
か
に
し
、
10
・
8
の
歴
史
的

地
平
を
革
命
的
に
止
揚
す
る
萌
芽
的
闘

争
の
時
代
と
し
て
現
在
は
規
定
さ
れ
る

全
学
新
大
会
総
括

(昨
秋
期
闘
争
の
敗
北
的
「
前
進
」
の

内
谷
)
。

②
学
生
新
聞
運
勤
は
、
盾
甥
様
式
の

部
分
性
と
編
集
手
体
の
限
足
性
(時
間

・
空
間
)
を
、
こ
の
全
共
闘
運
動
の
昂

揚
の
な
か
で
明
ら
か
に
さ
れ
た
.
し
か

し
な
が
ら
、
ほ
と
ん
ど
の
編
集
t
体
は

全
共
闘
運
吻
を
担
い
き
る
な
か
か
ら
、

学
新
運
勤
を
再
構
築
せ
ん
と
し
て
い

る
。
わ
れ
わ
れ
が
疋
立
す
べ
き
運
勤
論

は
し
た
が
っ
て
、
全
共
闘
運
勤
の
総
括

に
Ψ
つ
べ
き
必
黙
性
を
負
う
。

③
以
上
か
ら
構
成
し
た
わ
れ
わ
れ
の

学
新
運
甥
の
基
腿
範
砺
は
、
対
富
的

〈
協
働
〉
と
革
命
的
く
分
掌
V
で
あ

る
。
そ
れ
は
、
学
生
新
聞
の
部
分
性
に

依
拠
し
つ
つ
、
階
級
運
甥
の
全
領
域
へ

と
対
象
を
拡
人
す
る
わ
れ
わ
れ
の
運
蛎

の
現
在
的
な
ヘ
ヶ
ト
ル
を
対
自
化
す
る

も
の
と
し
て
あ
る
。

④
組
織
学
新
運
勤
は
、
一
ゐ
で
「防

衛
」
的
結
合
を
緊
急
の
課
題
と
し
つ

っ
、
こ
の
革
命
的
〈
分
掌
〉
の
全
国
的

結
合
-
労
働
者
、
学
生
の
戦
線
を
貫
く

陪
級
的
交
通
形
態
の
創
出
ー
を
め
ざ
す

も
の
と
し
て
琵
起
さ
れ
る
。

全
学
新
の
組
織
的
再
建
に
対
す
る
嶺

種
の
批
判
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、

各
々
の
学
新
酒
動
の
歴
史
剖
経
過
の
巽

質
性
か
ら
見
て

首
肖
し
う
る
現
状
で

あ
る
。
あ
え
て
い
う
な
ら
ば
「
全
学
跡

再
建
」
へ
向
け
て
遺
ら
れ
た
各
観
別
酒

動
の
総
括
と
組
哉
羊
新
還
勤
の
力
針
を

め
ぐ
る
こ
の
聞
の
論
争
そ
れ
目
体
が
、

個
別
活
勤
を
圧
倒
的
に
吸
引
す
る
畝
義

を
有
し
、
そ
の
分
散
化
と
個
別
危
機
状

況
を
克
服
す
る
ホ
ロ
を
具
体
的
に
搬
得

し
え
た
こ
と
は
、
疑
い
も
な
く
人
会
の

重
人
な
成
果
と
し
て
確
認
し
う
る
で
あ

ろ
う
。

大
会
に
お
け
る
討
論
は
、
矯
小
な
技

術
的
側
面
の
混
乱
を
ひ
と
つ
の
原
因
と

は
し
た
が
、
採
決
績
果
に
お
け
る
保
留

票
に
現
れ
る
よ
う
に
、
未
分
化
な
論
点

を
克
服
し
き
れ
な
か
った
.
同
時
に

付
酋
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と

は
、
組
織
運
靭
の
原
則
を
無
現
し
た
歳

決
態
展
が
現
れ
た
こ
と
に
、
わ
れ
わ
れ

は
参
加
し
た
編
集
者
の
末
成
黙
を
見
る

こ
と
が
で
き
る
。
す
く
な
く
と
も
「
還

革
.・ル
派
の
譜
君
か
5
愈
還
す
る
。

〃普
掘
性
"
を
階
級
性
h
協
働
関
係
と

イ
デ
オ
ロ
キ
ー
統
一
戦
線
」
論
の
意
義
一

し
て
把
握
し
つ
つ
、
そ
の
対
自
化
の
過

程
11
闘
筆
総
体
に
お
け
る
革
命
的
〈
分

肇
〉
と
し
て
U
.0
76
吻
を
規
几
し
た
の

で
あ
る
。

確
認
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
は
、
日
和

見
主
義
と
の
論
争
な
ど
あ
り
え
な
い
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
「
何
と
闘
い
、
何

に
敗
北
し
た
の
か
」
と
い
う
総
括
を
回

避
し
よ
う
と
す
る
の
は
、
い
か
な
る
も

の
に
の
り
う
つ
ろ
う
と
あ
が
い
て
み
て

も
.
自
己
の
左
翼
性
を
放
彙
す
る
だ
け

な
の
で
あ
る
。
い
ま
さ
ら
の
よ
う
に

「
情
況
」
な
ど
と
い
う
言
鵡
を
も
ち
だ

す
諸
君
は
、
再
度
自
己
活
動
の
対
象
化

を
迫
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

…

三

…

再
建
さ
れ
た
全
学
新
が
、
現
在
的
な

個
別
活
動
の
状
況
に
お
い
て
、
組
織
的

に
先
行
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
否
憲

で
き
な
い
。
同
時
に
、
わ
れ
わ
れ
は
坐

学
新
が
常
に
、
わ
れ
わ
れ
の
学
新
運
動

が
前
芽
的
に
持
っ
て
い
る
質
を
、
先
行

的
に
体
現
し
て
い
く
べ
き
も
の
で
あ
る

と
5
汎
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
全
デ
新
が
結
集
し

た
す
べ
て
の
個
別
活
動
の
質
に
規
定
さ

と
限
界
の
、
後
者
の
み
を
自
己
活
勤
の

鶏

と
・
て
も
ち
つ
づ
け
て
箋

型

製
轄
難
襲
鰯
}

部
分
は
、
組
織
化
の
困
難
性
を
λ
俄
せ

ん
と
す
る
闘
争
土
体
の
衝
廻
の
止
急
性

に
敵
対
す
る
し
か
な
い
。
自
己
盾
動
を

歴
史
11
社
会
的
必
然
性

(既
脅
の
関
係

の
な
か
で
は
〃左
翼
性
"
と
し
て
現
出

す
る
)
の
捨
象
に
よ
っ
て
規
叱
す
る
恥

分
に
対
し
て
は
、
わ
れ
わ
れ
は
あ
く
ま

で
も
解
体
を
但
る
と
い
う
こ
と
を
明
ら

か
に
し
て
お
き
た
い
"

大
会
で
も
確
認
さ
れ
た
よ
う
に
、
採

択
さ
れ
た
方
針
は

「最
低
限
」
の
輿
酬

で
あ
る
。
全
学
新
は
、
こ
れ
を
当
面
ひ

と
つ
ず
つ
果
し
つ
つ
、
現
'
す
る
で
あ

ろ
う
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
、
〈
分
昂
∀

に
お
け
る
解
決
能
力
の
弄
成
へ
同
け
て

取
り
組
ん
で
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ

ろ
づ
。

h
れ
わ
れ
駅
人
新
団
判
は
、
再
度
全

学
新
の
譜
活
動
を
先
頭
に
ー
っ
て
担
っ

て
い
く
決
諏
を
衣
明
し
て
、
翁
戸
新
大

会
の
簡
単
な
総
抽
に
か
え
て
お
き
た

い
。

巡礼姿で結集した愚者団.一 人一人が床意表明を行 つた.q1月24日 、総会会場前の新町公園)

↓
来
年
早
々
に

欝

労
叢

ヵ
働
戦
欣
の
再
編
を
め
ぐ
る
動
き
は

い
ち
だ
ん
と
活
尭
化
し
て
い
る
が
、
十

二
月
b
b

関
聚
(
一
都
七
県
)に
お
け

る

労
働
組
八〔の
結
集
を
め
ざ
す
「関

喚
地
ん
労
働
組
合
述
絡
会
議
」
の
来
年

ノ

H
々
の
魁
成
に
回
け
て

世
詔
人
ノ
が

闘
か
れ
た
。

「
関
労
埋
」
は
、
そ
の
発
足
趣
"
幽

の
な
か
で
、
踏
級
闘
争
の
白
、店

ヵ
使

関
樋
の
九
k
化
、
議
全
制
氏
ゴ
ー
窟
の

曝
コ
の

一つ
を
そ
の
埋
含
に
か
カ
げ
て

い
る
。

1
一
月
中
旬
に
は
、
人
阪
な
と

人

「
1
側
の
⊥
業
地
町
を
甲
心
に
し
た
地

㌧
鼠
間
む
組
連
絡
協
議
会
(民
労
励
)

が

さ
ら
に
、
盾
動
を
全
国
化
さ
せ
、

地
斐
の
労
却
の
結
集
を
図
り
、
「
力
働

籔
憶
竺
」
の
幼
き
を
側
圓
か
ら
支
え

る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
が
、
今

門
の

関
労
超
」
結
成
へ
の
動
き
は
、

・て
の
貝
体
化
で
あ
る
.

ま
た
、
先
目
に
は
、
翠
幹
氏
間
産
巣

の
ゑ
船
に
お
け
る
、
川
崎
造
船
分
会
が

「(
迫
船
」
(、ノー
辛
口)
か
ら
の
脱
退
を

決
4
し
、
同
時
に
匹
菜
別
粧
織
再
編
統

一
の
た
め
の
、
遁
船
重
機
労
組

(仮

動
)
紬
成
へ
動
く
な
ど
、
民
間
を
中
心

に

別
、
地
域
レ
ヘ
ル
で
の
「
戦
祓
軌

こ

諏
の
珂
き
は
奪
b
に
盾
蛇
化
し
て

い
0
。
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ロ組
織
化

の
諸

問
題■

司
会

現
在
、
石
勤
を
や
っ
て
い

る
事
の
中
か
ら
そ
の
間
題
点
を
出
し
て

い
≦
」と
で
反
軍
闘
争
の
展
哩
を
打
ち

出
U
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
や

っ
て
い
る
事
は
オ
ル
グ
活
動
が
士
に
な

っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
困
雄

性
は
ど
う
い
う
所
に
あ
る
の
か
と
い
う

こ
と
か
ら
明
ら
か
に
し
て
い
っ
て
も
ら

い
た
い
と
思
い
ま
す
。

B

例
え
は
、
現
隊
員
の
オ
ル
グ

の
場
△只
こ
う
い
う
話
を
だ
す
ま
で
は

一
定
程
度
の
友
韮
園
係
は
あ
る
わ
け
だ

け
ど
.
と
こ
ろ
が
こ
の
踏
を
出
し
た
と

た
ん
に
、
も
う
友
達
関
係
が
切
れ
る
と

い
う
状
態
が
矛
盾
と
し
て
あ
る
わ
け
。

た
だ
一般
的
に
友
達
作
っ
た
っ
て
意
味

な
い
で
し
ょ
う
.
そ
れ
に
対
し
て
友
達

関
係
の
再
編
成
と
い
う
か
、
再
度
オ
ル

グ
っ
て
今
ま
で
の
単
な
る
同
期
生
と
か

そ
う
い
う
種
の
団
結
、
仲
聞
意
議
で

は
な
く
て
、
新
し
い
政
治
的
に
結
合
す

る
友
達
関
係
を
つ
く
ら
な
な
ら
ん
や
な

い
か
と
思
っ
て
る
わ
け
で
す
。
そ
の

場
合
「
隊
友
反
戦
で
考
え
て
い
る
こ
と

は
、
自
分
が
個
人
的
に
知
っ
て
い
る
人

が
ど
こ
ど
こ
の
基
地
に
居
る
わ
け
だ
け

ど
そ
れ
を
}
対
一
で
オ
ル
グ
る
の
は
、

前
言
ワ
た
よ
う
な
問
題
が
で
て
轡
て
な

か
な
か
困
難
な
ん
だ
け
ど
、
こ
っ
ち
側

が
何
人
か
で
オ
ル
グ
っ
た
ら
効
果
が
あ

る
と
い
う
事
が
あ
る
ん
で
す
。
こ
っ
ち

側
が
二
人
で
、
し
か
も
そ
の
人
間
を
二

人
と
も
知
っ
て
い
る
と
い
う
関
係
だ
っ

た
ら
、
オ
ル
グ
れ
る
古
つ
な
気
が
す
る

ね
.瓢司

ム
五

そ
の
「
オ
ル
グ
」
る
場

合
.
ど
う
い
う
内
容
で
オ
丑
グ
す
る
ん

で
す
か
.

B

ξ

な
っ
て
釆
る
ζ

は
っ

き
り
も
う
「
革
働
」
の
器
で
し
か
オ
ル

グ
れ
な
い
と
思
う
ん
で
す
よ
、
露
骨
に

出
せ
な
い
け
れ
ど
も
ね
。

D

僕
た
ち
オ
ル
グ
す
る
力
自
身

が
ふ
b
ふ
ら
し
て
い
る
と
い
う
事
が
あ

る
わ
け
な
ん
だ
け
ど

.
僕
な
ん
か

の
場
合
だ
っ
た
ら
「
革
命
」
と
い
う
事

で
オ
ル
グ
し
た
い
ん
だ
け
れ
ど
も
、
相

げ

作

 

工内隊な易容
友達関係の再編として

予
が
二
十
四
時
閥
中
体
制
側
の
影
響
下

に
い
る
わ
け
な
ん
で
す
。
教
育
な
り
`

隊
内
で
ね
.
そ
れ
を
僕
達
が
話
で
ど
の

程
度
ま
で
オ
ル
グ
で
き
る
か
と
い
う
事

霧

汎
る
な
ら
、
そ
の
場
合
、
こ
っ
ち

 へ
革
命
戦
士
と
し
て
抱
書
」ま
な
く
て

も
戦
陥
を
立
て
た
場
A『
馴
え
は
今
の

体
制
に
対
し
て
疑
両
を
掴
か
せ
る
と

か
、
具
体
的
に
は
、
志
気
を
衰
え
さ
す

だ
け
で
も
い
い
と
思
う
ん
だ
。
そ
し
て

内
戦
に
伽
え
て
自
衛
隊
を
弱
体
化
さ
せ

て
お
く
と
い
う
事
が
あ
る
と
思
う
ん
で

す
.C

禁

島

隊
に
い
る
髪

緯

観
の
市
長
選
挙
の
時
な
ん
か
オ
ル
グ
し

て
回
っ
た
ん
や
け
ど
、
も
の
す
コ
く
隊

の
中
に
い
る
時
は
、
や
り
易
い
ん
で

す
.
自
衛
隊
員
と
い
う
の
は
累
直
で
も

の
す
コ
く
い
い
所
が
あ
る
ん
で
す
。
そ

れ
が
反
面
利
用
さ
れ
る
と
「
す
ほ
く
恐

い
と
い
う
風
に
転
化
さ
れ
る
わ
け
で

す
.
そ
の
選
挙
の
時
、
す
ご
く
簡
単
な

こ
と
で

そ
の
と
き
.
わ
り
と
下
っ

端
の
奴
ら
ば
っ
か
し
や
っ
た
か
ら
「お

前
の
子
供
が
も
し
、
撒
兵
な
ん
か
な
っ

て
、
こ
う
い
う
お
前
と
同
じ
生
活
す
る

よ
う
に
な
っ
た
ら
、
ど
な
い
思
う
ね

ん
着
う
葦

そ
ん
な
ん
、
か
な
わ
ん

な
あ
」
習
い
よ
る
し
、
だ
か
ら
「自
衛

隊
な
ん
か
や
っ
と
っ
た
ら
、
そ
な
い
な

っ
て
ま
う
で
」
言
う
て
ね
え
.
「自
衛

隊
か
ら
、
自
民
覚
な
ん
か
へ
入
れ
と
っ

た
ら

。
ほ
ん
で
、
お
前
自
衛
隊
に

届
ん
の
か
」
言
う
た
ら
「
い
や
、
ど
っ

ち
に
し
ろ
、
や
め
る
」
言
う
し
ね
え
邑

「そ
ん
な
ん
や
っ
た
ら
自
民
覚
な
ん
か

入
れ
と
っ
た
ら
え
ら
い
事
な
る
で
エ
」

営
う
た
っ
た
ら
「ま
あ
そ
う
や
な
あ
、

俺
も
自
民
党
嫌
や
」
い
う
こ
と
で
、
そ

ん
な
ん
で
四
〇
票
や
五
〇
票
す
ぐ
に
稼

げ
る
ん
で
す
よ
ね
。
と
こ
ろ
が
三
1
.

ニ
ー
に
な
る
と
納
対
に
だ
め
で
す
ね
.

だ
か
ら
、
中
に
い
る
時
の
オ
ル
グ
の
し

易
さ
と
い
う
の
は
今
か
ら
考
え
る
と
う

ら
や
ま
し
く
て
ね

。
た
だ
、
一遍

外
へ
出
た
場
A『
や
は
り
一
遍
に
話
を

ζ
」ま
で
も
っ
て
行
け
ん
で
す
よ
ね
。

ま
あ
、
苗
話
で
お
互
い
に
な
つ
か
し
が

っ
て

・.

き
ょ
う
舞
鶴
で
自
衛
隊
の
記
念
式
典

と
パ
レ
ー
ド
が
あ
っ
た
ん
で
す
よ
ね
。

そ
れ
で
、
そ
こ
へ
乗
り
込
ん
で
、
ゼ
ッ

ケ
ン
つ
け
て
ド
ブ
を
配
っ
て
や
ろ
う
と

思
っ
て
た
ん
で
す
。
き
の
う
ま
で
は
。

し
か
し
、
き
の
う
舞
鶴
へ
付
っ
て
み
る

と
ま
だ
僕
の
事
も
そ
ん
な
に
宙
一伝
さ
れ

て
へ
ん
し
、こ
れ
や
っ
な
b
も
っ
と
、お

覇
鰍鱗
耀
灘
蹴

う
.
そ
れ
を
や
め
た
ん
で
す
。
そ
れ
で

も
う
一週
船
の
中
へ
は
い
っ
て
行
っ
て

1
僕
の
反
達
は
も
う
、
だ
い
た
い
三
曹

二
雪
に
な
っ
て
ま
す
け
ど
ー
そ
の
辺
か

ら
も
う
一遜
や
り
直
し
て
み
よ
う
か
と

思
っ
て
る
ん
で
す
,
そ
れ
で
昨
目
も
、

喋
っ
て
い
て
.
と
に
か
く
元
自
衛
官
で

あ
る
と
い
う
事
ζ
,
ち
ょ
っ
と
閉
を
覧

え
て
い
る
と
い
う
の
で
、
も
の
す
ご
く

阿
う
も
親
近
感
を
持
っ
て
ね
、
よ
く
喋

り
ま
す
よ
ね
.
し
か
し
他
の
人
聞
が
自

衛
隊
員
に
話
し
か
け
た
場
合
、
一
様
に

厚
み
た
い
な
も
の
を
持
っ
て
ま
す
ね
.

⊥
っ
面
で
喋
る
け
ど
、
も
う
少
し
漂
い

所
に
は
絶
対
に
は
い
ら
な
い
で
す
よ
.

ζ
つ
い
う
事
で
と
に
か
く
.
は
い
っ
て

い
く
人
問
が
欲
し
い
で
す
ね
.

、

B

今
の
段
階
や
っ
た
ら
疫

的

な
暴
露
ぐ
ら
い
し
か

・
。
組
織
化
に

つ
い
て
は
ま
あ
、
隊
友
社
に
投
稿
し
ろ

と
か
、
カ
ン
パ
を
寄
こ
せ
と
か
と
い
う

方
法
で
契
機
を
掴
む
や
り
方
が
あ
り
ま

す
よ
ね
.
カ
ン
パ
を
取
る
と
い
う
の
は

最
高
の
オ
ル
グ
だ
よ
な
あ
。
金
だ
す

と
、
そ
の
組
織
が
可
愛
く
な
る
で
し
ょ

う
.予

備
自
衛
官
の
テ
キ
ス
ト
な
ん
か
読

む
と
、
元
自
衛
官
を
予
備
自
衛
官
と
し

て
ど
う
い
う
風
に
配
置
す
る
か
で
政
府

も
い
ろ
い
ろ
者
汎
て
い
る
事
が
判
り
ま

す
ね
。
元
自
衛
官
を
放
っ
た
ら
か
し
に

し
て
お
く
と
、
反
自
衛
隊
と
し
て
そ
の

ま
ま
自
黙
発
生
的
に
全
部
、
革
命
勢
力

へ
流
れ
て
行
く
と
い
う
事
が
あ
る
の
で

彼
ら
も
、
一
旦
自
衛
隊
は
罷
め
た
け

ど
「お
前
ら
な
つ
か
し
い
だ
ろ
う
」
と

い
う
事
で
、
予
備
自
衛
官
と
か
隊
友
会

に
組
織
し
て
今
度
は
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー

の
党
-
軍
、
い
わ
ゆ
る
地
力
予
備
軍
と

か
、
自
警
団
、
郷
土
防
衛
隊
と
か
の
+

ヤ
ノ
プ
ク
フ
ス
に
配
備
す
る
と
い
う
使

い
方
を
す
る
ん
や
な
い
か
と
芦
え
b
れ

る
わ
け
で
す
。
予
備
自
衛
官
を
そ
の
ま

ま
現
在
の
隊
員
と
【緒
に
梗
っ
た
ら
、

な
ん
や
か
ん
や
と
ア
ン
ハ
ラ
ン
ベ
が
起

る
と
思
う
し
、
隊
員
同
志
自
体
の
間
の

問
題
と
し
て
も
い
ざ
こ
ざ
が
起
る
だ
ろ

う
し
、
そ
の
辺
は
ブ
ル
ノ
コ
ア
ノ
ー
の
皿

反
卑
命
的
な
民
間
防
衛
組
織
の
・
ヤ
ノ

ブ
〃
ノ
〈
に
元
自
衛
冒
を
槽
極
的
に
使

っ
て
行
く
ん
や
な
い
の
粧

そ
う
い
う

問
題
は
予
備
自
衛
官
の
審
践
会
な
ん
か

で
緊
急
課
題
に
な
っ
て
い
る
ら
し
い
ん

で
す
よ
ね
.
そ
れ
に
靖
し
て
俺
ら
自
身

が
今
℃
日
夜
、
労
働
組
含
な
ん
か
で
、

労
働
運
動
を
奪

る
わ
け
な
ん
だ
け

ど
ー
し
か
し
、
ま
だ
ま
だ
日
本
の
労
働

運
動
は
、
ま
だ
ま
だ
ど
こ
ろ
か
そ
れ
自

体
を
自
衛
隊
よ
り
も
日
常
的
な
間
題
と

し
て
わ
れ
わ
れ
は
憂
え
て
い
る
わ
け

ね
。
そ
れ
に
対
し
て
も
わ
れ
わ
れ
自
身

が
隊
友
反
戦
で
獲
得
し
た
質
を
も
っ

て
、
各
企
粟
で
労
働
戦
線
の
最
先
端
に

立
っ
て
闘
う
と
い
う
よ
う
に
隔
逆
に

「革
命
の
武
装
」
の
キ
ャ
ノ
ブ
と
し
て

ー
プ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
反
革
命
の
キ
ャ

ブ
で
は
な
く
て
、
労
働
者
側
の
キ
ャ
7

プ
と
し
て
r
元
自
衛
官
が
闘
っ
て
欲
し

い
と
考
え
て
い
る
わ
け
で
す
.
本
当
に

ど
う
し
ょ
う
も
な
い
か
ら
ね
.
今
の
労

働
組
合
は

。

■労

働
運
動
と

の
相
関■

司
ム
耳

今
-
労
働
運
動
に
つ
い
て

着
ず
触
れ
ら
れ
た
ん
で
す
が
、
自
衡
隊

が
帝
国
義

軍
隊
と
し
て
再
編
成
さ
れ

よ
う
と
し
て
い
る
時
、
そ
れ
を
支
え
る

基
盤
構
造
総
体
も
問
題
に
し
て
行
く
必

要
が
あ
る
と
思
う
ん
で
す
.
持
に
「反

軍
」
と
い
う
面
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
し
た

労
働
運
動
の
問
題
に
関
し
て
奥
に
註
論

を
燵
め
て
行
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い

ま
す
。

B

労
働
組
合
と
か
そ
う
い
う
も

の
は
自
衛
隊
に
無
か
っ
た
わ
け
で
す
.

僕
な
ん
か
、
そ
れ
を
こ
っ
ち
へ
来
て
は

じ
め
て
知
っ
て
「
面
白
い
組
織
や
な

あ
」
い
う
こ
と
で
、
一生
懸
命
や
っ
て

た
ん
で
す
よ
.
半
鍾
程
委
員
長
ま
で
さ

せ
ら
れ
て
。
し
か
し
.
後
で
よ
く
聞
く

と
こ
ろ
に
よ
る
と
-
俺
が
自
衛
隊
員
で

あ
っ
た
が
ゆ
え
に
、
労
働
組
合
の
連
中

か
ら
か
な
り
の
不
信
感
で
見
ら
れ
て
た

ら
し
く
、
最
後
ま
で
信
用
さ
れ
て
な
か

っ
た
ら
し
か
っ
た
ん
で
す
。
僕
自
身
が

活
鋤
を
湿
じ
て
今
ま
で
の
労
働
組
合
を

と
び
ぬ
け
た
質
を
獲
得
し
た
と
た
ん

に
、
「見
ろ
「
あ
れ
が
右
翼
や
」
と
い

う
風
な
位
置
づ
け
を
さ
れ
て
く
る
と
い

う
具
合
に
.
左
翼
と
右
翼
が
今
、
区
別

が
つ
か
な
い
わ
け
だ
。
既
成
の
労
働
組

合
の
連
中
に
と
っ
て
は
。
左
翼
も
有
翼

り

も
全
部
蓼
ら
に
と
っ
て
は
異
質
な
も
の

と
し
か
見
え
な
い
わ
け
で
す
ね
。
企
業

の
押
を
晃
全
に
突
破
し
切
っ
て
行
勤
す

る
し
今
の
労
働
組
合
に
対
し
て
は
批
判

す
る
し
。
労
働
組
合
が
全
部
し
っ
か
り

し
て
い
た
ら
絶
対
に
予
備
自
衛
官
と
が

い
う
こ
と
で
バ
ク
ら
れ
な
い
と
悪
う
わ

け
で
す
。
ほ
と
ん
ど
の
予
備
自
衛
官
は

「
お
前
と
こ
組
合
あ
る
か
」
い
う
と
る

ん
で
す
よ
.
結
局
、
そ
の
労
働
組
合
の

中
で
、
階
級
形
成
も
何
ら
成
し
得
ず
に

い
る
か
ら
全
部
自
分
の
組
A冒
〔が
予
備

自
衛
官
の
い
っ
て
る
事
も
知
ち
な
い
で

だ
か
ら
自
衛
隊
に
バ
ク
ら
れ
て
い
っ

て
し
ま
つ
。
今
の
労
働
組
合
の
幹
部
が

も
っ
と
蘭
い
意
識
を
も
っ
て
欲
し
い
と

思
う
わ
け
で
す
ね
。
も
し
、
「
叛
軍
闘

争
を
や
ら
な
き
ゃ
な
ら
な
い
」
λ
恵
っ

て
る
位
の
組
合
瀞
部
が
い
る
な
ら
は
、

も
う
、
本
当
に
こ
の
隊
友
反
戦
も
}
挙

的
に
拡
大
す
る
と
思
う
ん
で
す
.
僕
な

ん
か
、
各
労
働
組
舎
の
名
簿
が
あ
る
か

ら
、
そ
こ
に
手
紙
を
送
る
ん
で
す
が
、

反
応
が
全
然
無
い
ん
で
す

・㍉

そ

う
い
う
事
で
、
労
働
戦
線
が
帝
国
主

義
労
働
渥
動
と
い
う
か
、
本
当
に
隔
現

在
真
時
だ
も
ん
ね
.
体
制
を
認
め
た
上

で
ー
ま
た
体
制
を
習
景
に
運
動
を
や
っ

て
い
る
か
う
.
そ
の
運
動
も
限
界
が
あ

る
L
『
限
界
あ
っ
た
っ
て
そ
の
限
界
を

突
確
し
よ
う
な
ん
て
全
然
し
な
い
し

ね
.
と
に
か
く
居
直
っ
て
妥
協
、
労
傍

協
罰

・
と
い
う
事
で
労
口
者
を
支
配

し
て
い
く
。
や
り
ば
り
労
働
戦
線
の
間

題
で
す
ね

・
。
も
し
労
働
戦
線
に
火

が
つ
い
た
な
ら
は
、
軍
需
工
場
な
ん
て

内
側
か
ら
解
体
で
き
る
わ
け
で
し
ょ

う
.
生
産
阻
止
も
や
れ
る
わ
け
で
、
今

み
た
い
な
消
耗
な
、
外
か
ら
反
応
あ
る

ん
か
無
い
の
か
判
ら
な
い
デ
モ
を
や
る

よ
り
も
ね
。
一方
で
は
内
か
ら
解
体
で

憲

わ
け
な
の
に

'

司
ム
云

例
え
は
三
里
塚
な
ん
か
に

お
い
て
は
、
農
業
が
解
讐

れ
て
い
く

影
響
も
あ
っ
て
、
自
衛
隊
員
に
な
っ
て

い
く
部
分
が
す
ご
く
多
い
ら
し
い
ん
で

す
ね
。
そ
れ
に
対
し
て
、
三
里
塚
の
農

民
、
反
対
同
盟
の
人
達
が
積
極
的
に
オ

ル
グ
晒
動
を
展
開
し
て
、
目
働
隊
鼠
に

な
る
と
い
う
の
は
ど
う
い
う
事
な
の
か

と
い
2
顎
を
問
い
つ
め
て
い
く
痛
勤
を

や
っ
て
い
く
。
特
に
、
そ
う
い
う
農
打

か
ら
出
て
来
た
部
分
と
い
う
の
は
、
睡

上
自
衛
隊
な
ん
か
多
い
ん
じ
ゃ
な
い
で

す
か
。
そ
う
い
う
所
に
与
え
る
形
響
カ

ー
衝
鐸
力
が
非
常
に
大
き
い
と
い
う
亭

を
彼
ら
も
言
っ
て
い
る
し
、
実
際
、
そ

う
い
う
コ
隊
の
問
題
に
ま
で
手
を
か
け

る
所
ま
で
三
里
塚
の
闘
い
が
発
農
し
た

と
い
う
事
な
ん
で
す
け
ど
.
一
つ
に
は

自
衛
隊
員
が
出
て
い
く
と
い
う
基
盤
そ

の
も
の
に
お
け
る
闘
い
と
、
自
衛
隊
員

を
や
め
て
の
職
場
に
お
け
る
闘
い
、
そ

し
て
自
衛
隊
内
逐
で
の
闘
い
.
と
い
う

風
に
こ
の
三
つ
が
結
合
し
な
い
限
り
反

軍
闘
郵
は
単
に
人
問
的
な
つ
な
が
り
だ

け
で
は
,
つ
ぶ
れ
て
行
く
と
思
う
わ
け

で
す
.
だ
か
亀

特
に
隊
友
反
戦
の
場

合
だ
っ
た
5
や
め
て
.
何
処
か
の
い
ろ

ん
な
職
場
に
つ
い
て
い
る
わ
け
で
す

ね
。
そ
こ
に
お
い
て
ど
う
い
う
闘
い
を

や
っ
て
い
く
か
、
そ
れ
は
具
体
的
に
労

働
運
動
と
し
て
あ
る
ん
で
す
け
れ
ど
。

そ
れ
を
ど
う
い
う
風
な
闘
い
と
し
て
や

っ
て
い
く
か
が
間
題
と
な
っ
て
来
る
と

思
い
ま
す
.
あ
る
意
味
で
そ
う
い
う
事

を
や
る
と
い
う
事
が
、
他
の
元
自
衛
冨

に
対
し
て
説
得
力
も
あ
る
し
、
単
に
人

閣
関
係
だ
け
で
、
世
舞

こ
う
な
っ
て

い
る
か
ら
君
が
や
っ
て
い
る
事
は
ζ
つ

い
う
事
だ
か
ら
と
い
う
形
じ
ゃ
な
し

に
、
実
際
の
職
場
に
お
い
て
の
闘
い
を

通
し
て
、
自
分
達
の
存
在
の
問
題
が
は

っ
き
り
し
て
来
る
と
思
う
ん
で
す
.
そ

う
い
う
労
働
運
勤
の
事
に
関
し
て
隊
友

反
戦
内
部
で
は
、
ど
う
討
諭
さ
れ
て
い

る
の
で
す
か

。

労
働
運
動
と
の
結
合
を

解
放

へ
の
衝
動
の
対
自
化
か

B

あ
ま
り
そ
の
点
に
つ
い
て
訂

諭
さ
れ
て
な
い
け
れ
ど
、
や
は
り
労
働

運
動
の
聞
題
は
大
亭
だ
と
思
う
ね

。

僕
ら
の
回
り
の
予
備
自
衛
官
に
し
て
も

こ
れ
ま
で
ス
ト
レ
ー
ト
に
い
っ
て
い
る

わ
け
ね
.
僕
の
場
合
何
故
こ
っ
ち
側
に

釆
た
の
か
と
い
っ
た
ら
、
そ
こ
に
労
働

組
合
が
あ
っ
て
そ
の
労
働
組
合
で
不
充

分
で
あ
っ
て
も
自
分
自
身
積
極
的
に
運

動
を
や
っ
て
来
て
た
し
、
そ
の
中
で
自

衛
隊
そ
の
も
の
を
、
道
に
コ
体
あ
れ

は
何
だ
っ
た
の
か
」
と
い
う
事
で
把
え

ら
れ
た
け
れ
ど
、
普
通
の
人
だ
っ
た

ら
、
何
も
「自
衛
隊
と
は
何
な
の
か
」

と
い
う
所
ま
で
至
ら
な
い
と
思
い
ま
す

ね
。
今
の
労
働
運
動
と
い
う
の
は
「
労

働
者
と
は
何
な
の
か
」
な
ん
て

そ
う

い
う
間
を
出
す
よ
う
な
も
の
で
は
な
い

し
ね
。
は
っ
き
り
金
が
多
い
か
少
な
い

か
、
そ
れ
っ
き
り
で
年
中
そ
れ
だ
け
で

し
か
な
い
識
理
の
枠
を
一歩
も
出
て
な

い
し
.
自
衛
隊
の
問
題
を
追
求
す
る

と
、
労
働
達
動
に
帰
っ
て
き
て
し
ま
う

と
い
う
問
題
が
や
は
り
あ
る
わ
け
で

す
。
そ
し
て
、
兀自
衛
官
の
も
っ
て
い

る
「
軍
事
」
の
面
を
　
方
で
は
遺
求
す

る
と
.
「軍
事
」
は
で
き
た
け
れ
ど

も
.
一体
誰
が
こ
れ
を
行
使
し
て
、
何

で
他
の
全
部
と
結
合
す
る
の
か
、
軍
事

一本
で
い
っ
た
っ
て
何
も
や
れ
っ
こ
な

い
で
し
ょ
う
。
そ
こ
ら
か
ら
覚
の
問
題

が
で
て
釆
る
と
思
う
ん
で
す
.
結
局
、

労
働
煮

あ
る
い
は
自
衛
隊
員
総
体
全

て
を
オ
ル
グ
る
場
合
の
一
つ
の
統
一さ

れ
た
魂
み
た
い
な
も
ん
が
必
要
や
な
い

か
と
思
う
わ
け
で
す
.
や
は
り
、
資
本

家
側
に
つ
く
の
か
労
働
者
側
に
つ
く
の

か
と
い
う
こ
と
を
、
鋭
念
で
な
く
て
ま

さ
に
、
ど
っ
ち
の
軍
隊
に
つ
く
の
か
、

ど
っ
ち
側
の
政
府
に
つ
く
の
か
、
二
つ

の
政
府
の
ど
ち
ら
を
選
択
す
る
の
か
、

そ
う
い
う
事
と
し
て
最
終
的
に
は
あ
る

ん
や
な
い
か
と
思
う
ん
で
す
.

D

資
本
主
翻
体
制
の
基
本
と
し

て
の
少
数
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
に
よ
る

多
く
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
の
支
配
の
皇
づ

け
と
な
る
物
理
的
な
力
と
し
て
、
自
衛

}隊
も
そ
の
一
つ
の
部
分
だ
と
思
う
わ
け

}で
す
。
だ
か
ら
、
こ
れ
に
対
し
て
僕
達

は
質
本
主
戯
を
倒
す
中
で
、
如
何
に
わ

れ
わ
れ
は
自
衛
隊
を
解
体
し
て
い
く
か

一と
い
う
こ
と
に
な
る
。
勿
論
.
自
衛
躍

を
解
体
す
る
た
め
に
資
本
モ
翻
を
解
体

す
る
の
で
は
な
く
て
.
途
中
で
、
大
学

と
か
創
価
学
会
附
な
穫
々
な
反
動
的
な

も
の
を
解
体
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
け
れ
ど
も
、
こ
う
し
た
質
本
主
義

解
体
の
中
で
、
僕
達
は
、
与
え
ら
れ

た
「元
自
衛
官
」
と
い
う
規
定
性
に
見

あ
っ
た
も
の
が

〃自
衛
隊
解
体
"
と
い

う
方
向
性
に
な
る
だ
ろ
う
し
㍗
掌
生
に

お
い
て
は
〃大
学
解
体
"
と
し
て
闘
わ

れ
た
ら
い
い
と
思
い
ま
す
。

■「
解
体

」
へ
向
う
衝

動
は■

闇司
ム
冨

そ
う
い
う
風
に
問
題
を
立

て
る
場
合
、
自
勧
隊
員
に
と
っ
て
「資

本
主
義
解
体
」
へ
向
わ
し
め
る
根
源
的

な
衝
動
と
い
う
も
の
が
ど
う
い
う
所
に

あ
る
の
か
が
明
ら
か
に
さ
れ
な
く
ち
ゃ

な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
個
々
の
隊
員

が
隊
内
に
お
い
て
こ
の
「
資
本
主
羨
体

制
」
と
い
う
も
の
を
目
ら
の
制
約
と
し

て
受
け
と
め
る
基
盤
が
ど
う
い
う
も
の

な
の
か
、
そ
れ
が
隊
内
反
乱
の
普
澱
性

を
保
証
し
得
る
内
的
論
理
と
潅
る
と
思

う
ん
で
す
が
、
そ
の
点
に
っ
い
て
は
ど

う
で
す
か

。

D

そ
段

一つ
肇

亥

璽

級
の
矛
盾
と
い
う
事
を
具
体
的
に
曝
じ

る
こ
と
で
す
ね
.
一
股
的
に
い
わ
れ
て

齋
難
藤
譲
鍵
雛

る
で
し
ょ
う
.
一
士
、
二
士
、
士
長

と
い
う
よ
う
に
。
そ
れ
で
「晒
級
」
が

遠
っ
た
ら
同
じ
人
聞
で
あ
り
な
が
ら
こ

っ
ち
の
正
諭
が
全
餐
ち
な
い
、
例
え

ば
一
士
の
僕
が
士
長
と
喧
嘩
し
た
場
合

ま
ず
理
由
を
き
く
よ
り
も
、
「お
前
、

一
士
が
士
長
を
な
ぐ
っ
て
何
だ
」
と
い

う
よ
う
に
、
厳
然
と
し
た
そ
う
い
う
階

級
と
い
う
も
の
が
あ
る
以
よ
ー
そ
う
し

た
「
階
級
を
憎
額
ど
い
う
心
」
が
ま
ず

生
ま
れ
ま
す
よ
。
紫
朴
に
そ
う
い
う
も

の
を
憎
み
ま
す
。
そ
れ
か
ら
「
個
性
-

人
間
性
の
抹
殺
」
と
い
う
事
で
す
ね
。

そ
れ
は
質
本
主
綾
体
制
の
鹸
理
の
帰
結

な
わ
け
な
ん
で
す
け
れ
ど
、
よ
う
す
る

に
何
の
為
に
自
衛
隊
に
個
性
を
抹
殺
し

に
行
く
の
か
.
績
局
、
自
衛
隊
の
仕
郭

は
非
人
間
的
な
人

を
穀
す
と
い
う
i

仕
事
で
し
ょ
う
.
そ
し
て
そ
の
組
織
を

保
つ
た
め
に
、
常
に
人
周
性
を
殺
し
て

行
か
ね
ば
な
ら
な
い
わ
け
で
「何
の
た

め
に
、
こ
ん
な
非
人
聞
的
な
仕
事
を
し

て
い
か
な
あ
か
ん
の
か
」
と
い
う
疑
閻

が
生
ず
る
し
ー
そ
れ
は
要
す
る
に
「
資

ら

本
主
翻
は
何
の
た
め
に
買
隊
を
必
要
と

す
る
の
か
」
と
い
う
事
に
つ
な
が
っ
て

く
る
と
恵
う
ん
で
す
。
だ
か
ら
、
少
し

飛
躍
に
な
る
け
ど
「
資
本
主
義
と
い
う

の
は
非
人
周
的
で
あ
る
」
と
い
う
風
に

僕
ら
は
把
め
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
あ
。

B

僕
な
ん
か
も
、
蕃

最
辺

自
衛
隊
を
や
め
て
は
し
め
て
防
衛
の
問

題
を
考
え
は
じ
め
た
ん
だ
け
ど
「
そ
の

時
、
「
俺
が
除
隊
ず
る
」
と
い
う
こ
と

が
、
も
う
国
防
と
そ
う
い
う
問
題
か
ら

　

一切
関
係
な
い
の
か
と
い
う
撰
汎
方
を
一

し
た
わ
け
な
ん
だ
け
ど
、
6
洗
る
な
ら

全
然
そ
う
で
は
な
く
て
.
防
衛
と
い
う

の
は
戦
争
に
対
し
て
で
あ
ろ
う
し
、
だ

っ
た
ら
戦
攣
が
何
故
起
る
ん
か
と
い
う

疑
間
が
あ
っ
た
し
、
そ
れ
が
裟
饗
へ
出

て
か
ら
は
、
資
杢
L
義
体
制
と
戦
争
の

問
題
と
し
て
一方
で
把
え
て
い
っ
た
ん

で
す
。
そ
れ
で
基
本
的
に
世
界
を
戦
争

の
起
ら
な
い
状
態
に
す
れ
は
、
}
切
の

国
防
の
問
題
も
防
衛
の
問
題
も
【
挙
的

に
解
決
す
る
ん
で
は
抱
い
か
と
い
う
紹

一

酷
に
な
る
と
思
う
ん
で
す
。
あ
と
は
、

や
っ
は
り
、
さ
っ
き
言
わ
れ
た
よ
う
な

一

自
衛
隊
内
部
の
抑
圧
の
問
題
で
、
と
に
一

か
く
僕
ら
隊
員
は
裟
婆
と
い
う
の
が
第

11月1日 、創設20周年で都内をパレー ドする陸上

自衛隊戦車部隊

 

全
に
自
由
な
世
界
だ
と
思
っ
て
い
る
わ

け
で
、
外
観
面
だ
け
で
み
て
い
た
ら
。

そ
れ
に
対
す
る
あ
こ
が
れ
が
強
く
、
笑

際
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
目
衛
隊
を
や
め

た
時
の
〃解
放
感
"
と
い
う
の
が
未
だ

に
忘
れ
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
ま

で
自
由
だ
と
思
っ
て
い
た
裟
婆
へ
出
て

み
た
ら
-
裟
婆
自
体
が
ま
た
決
し
て
自

由
で
な
い
こ
と
の
再
発
見
-
そ
れ
は
金

と
い
う
も
の
が
日
常
的
に
く
っ
つ
い
て

回
っ
て
、
金
が
俺
ら
の
〃自
由
"
を
束

縛
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
、
具
体
的

に
感
じ
だ
し
て
、
「裟
婆
も
自
由
や
な

い
ん
や
な
あ
」
い
う
こ
と
で
、
娑
婆

が
、
自
分
達
が
逃
亡
し
て
き
た
自
衛
隊

と
同
じ
様
な
状
況
に
日
夜
、
進
行
す
る

こ
と
に
対
し
て
一番
最
初
に
そ
う
い
う

危
機
感
が
あ
っ
た
と
思
う
ん
で
す
.
そ

う
い
う
こ
と
で
、
僕
ら
の
「自
衛
隊
解

体
」
と
い
う
の
は
卿
「自
衝
隊
解
体
塵

ら

自
衛
隊
員
の
解
放
」
と
し
て
、
そ
う
い

う
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
な
る
と
思
う
わ
け
で

す
。
本
当
に
一
つ
の
解
放
を
待
ち
望
ん

で
い
る
の
は
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
兵
士
ー
自

衛
除
員
で
は
な
い
か
と
恵
う
ね
。

司

会

か
な
り
煩
雑
鷹

ま
皇

構

り
の
な
い
討
論
に
な
,
た
ん
で
す
が
、

最
後
に
一
言
、
付
け
加
え
た
い
事
が
あ

O
卵
ぢ
い
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま

す
。A

や
は
り
、
権
力
問
題
と
い
う

こ
と
に
な
っ
た
ら
、
ど
う
し
て
も
臼
衛

墜
催
問
題
に
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
と

思
い
ま
す
ね
。

D

今
の
櫓
力
の
黒
づ
け
は
自
衛

隊
と
い
う
事
で
す
ね
。

C

自
衛
隊
だ
け
と
い
う
の
は

.
や
っ
ぱ
り
民
衆
も
恐
い
ん
と
腐
う

か
,
朝
鮮
人
慮
殺
と
か

・
。
中
口
根

も
言
う
て
た
け
ど
、
「自
衛
隊
員
は
市

民
で
あ
る
.
制
服
を
蓋
た
市
民
で
あ

る
・」

B

僕
は
、
自
衛
豚
と
い
う
の
が

よ
く
わ
か
ら
な
か
っ
た
ん
だ
け
れ
ど
、

レ
ー
ニ
ン
の
「国
家
と
車
命
」
を
読
ん

だ
だ
け
で
も
う
、
自
衛
隊
と
い
う
も
の

の
本
質
が
は
っ
き
り
わ
か
っ
て
き
た
.

全
て
の
自
衛
隊
員
潴
君
は
.
冷
静
に
全

ゆ
る
社
会
で
起
っ
て
い
る
ど
ん
な
婆

細
な
閻
題
に
対
し
て
も
ー
そ
れ
が
何
故

ど
の
よ
う
な
原
因
で
お
こ
っ
て
い
る
の

か
と
い
う
問
題
を
遣
求
し
て
欲
し
い
。

公
害
の
間
題
、
大
掌
闘
争
の
問
駆
B・…

全
て
の
そ
う
い
う
問
題
を
真
剣
に
考

え
、
一力
で
は
、
世
界
で
蔦
っ
て
い
る

様
灯
な
革
命
戦
触
を
何
敵
に
赴
っ
て
い

る
の
か
、
そ
れ
に
対
し
て
自
分
達
自
衛

「

勝
-
白
本
の
軍
鯵
は
人
民
の
解
叡
闘
争

を
圧
殺
す
る
側
に
ま
わ
る
の
か
、
あ
る

い
は
を
世
界
人
民
を
解
放
す
る
た
め
に

自
衛
隊
が
再
編
さ
れ
解
放
車
に
な
る
の

か

と
い
う
問
題
を
孝
洗
て
欲
し
い

と
慰
う
ん
で
す
。
そ
し
て
、
僕
ら
と
し

て
は
一切
の
軍
隊
と
い
う
も
の
が
、
ブ

ル
ソ
.ア
車
隊
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い

し
、
す
へ
て
人
民
禦
と
し
て
ブ
ル
ノ
ゴ

〆
体
制
を
荊
倒
し
て
ゆ
く
解
畝
軍
の
蜘

同
を
も
っ
東
除
に
な
っ
て
ほ
し
い
。
そ

れ
は
幹
恥
固
衛
]
も
㌔
め
て
ね
。

■

司
△
冨

自
衛
隊
娯
と
い
う
の
が
、

そ
の
活
勤
と
し
て
常
に
戦
繁
と
い
う
も

の
を
自
ら
把
え
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
こ

を
根
本
的
な
契
機
と
し
て
一戦
争
」
を

問
い
、
あ
る
い
は
自
衛
隊
が
循
動
と
し

て
戦
争
へ
向
う
も
在
と
し
て
あ
る
そ
の

中
に
お
い
て
、
「階
級
制
度
-
位
階
制

度
」
下
で
酒
動
の
制
約
・
抑
凡
を
見
て

い
く
.
そ
う
い
う
生
酒
過
程
に
お
け
る

顛
性
的
な
抑
圧
を
不
断
に
受
け
る
こ
と

に
よ
っ
て
「
戦
争
」
そ
の
も
の
の
意
味

が
聞
わ
れ
て
行
く
だ
る
つ
、
そ
う
い
う

意
昧
で
自
衛
隊
員
の
内
部
か
ら
出
て
く

る
、
子
う
い
う
解
放
の
衝
動
を
ふ
き
汎

る
な
ら
僕
ら
が
こ
れ
か
ら
反
躍
闘
争
を

闘
う
て
行
く
上
で
、
そ
れ
が
今
後
の
一

つ
の
1
七
〇
年
代
に
は
し
め
て
出
て
釆

た
ん
だ
け
ど
T
環
と
し
て
、
階
級
闘
争

総
体
の
中
で
震
要
な
部
分
に
位
置
づ
け

ら
れ
る
だ
る
つ
と
い
う
こ
と
を
、
き
ょ

う
の
討
論
の
成
棊
と
し
て
確
認
し
て
お

き
た
い
と
愚
い
ま
す
。

(お
わ
り
)

辱
胃
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それがわれわれのテーマです

ほ 　

明日の日本列島を拓
●入社 についてのお問 い合 わせは、芭接 の

ご来 訪はもちろん、電話 、郵 便で も結 構 で

どうぞ、ご遠 慮な くお立 ち寄 りくだ さい。

また下n己のはか.支 店 ・営 業所で もお取 り
'

次 ぎいた します。

三 井 不 動 産 株 式 会 社 ・人 事 部 人 事 課

東京都中央区日本橋室町2。回(菖 井ビル)(〒103)

TEし(03)241-225置(代 衰)

㊥三井不動産

麟離 欝 β
ρ ㌦`ぬ 都㌦

ヰ ぬ
脇験 紺

た仕 事 は限 りがあ りませ んgと くに、 こ

れ か らは公害 や交通 災 害 。住宅 難 、過 疎

・過 密 な ど、新 しい問 題 が山積 み して い

ます。 これ を解 決 しなが ら。 われ わ れ は、

未 来の ゆ たか な入 間環 境 づ くりを 目指 し

て前進 してい ます。

そこ で、 い まこ そ あな たの参 加 か必 要 な
、

のです.,わ れ わ れの この大 きな テー マ を

実 現 す るた め、せ ひ燃 え るカ をぶつ け ご

くだ さ い。

細長 い 日本列 島 を埋 め 立てて丸 くす る。

一 三井 不 動産 は,こ ん な奇 想天 外 な こ

とま で考 尾て い ます。

"人 間 が
、 よ り入 間 ら し く暮 らす ため に

よ り良 い環 境 をつ くりた いニー 一これ を合

言葉 に、 われ われ は これ まで に も.さ ま

ざ まの場 所 で活躍 し.ひ とりひ と りの生

活 向上 に役 立 っ て きま した。 日本 各地 の

港 湾 の凌漂 。埋 立.大 規模 な宅地 の造 成

・分譲 、超 高 層 ビル の建 設 な ど、手 が け

評嬉
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